
(57)【要約】

【課題】　高真空化を実現することで、従来よりも高精

度に攪拌脱泡することができる攪拌脱泡方法および攪拌

脱法装置を提供することを課題とする。

【解決手段】　被混練物Ｋの攪拌脱泡方法であって、被

混練物Ｋを収容した容器１５を公転させて被混練物Ｋに

遠心力を作用させる第１工程と、被混練物Ｋに遠心力が

作用した状態で容器１５内の圧力を４００Ｐａ以下、好

ましくは６６Ｐａ以下まで下げて被混練物Ｋの脱泡を行

う第２工程と、を有するように構成した。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 被 混 練 物 を 収 容 し た 容 器 を 公 転 さ せ て 前 記 被 混 練 物 に 遠 心 力 を 作 用 さ せ る 第 １ 工 程 と 、
前 記 被 混 練 物 に 遠 心 力 が 作 用 し た 状 態 で 前 記 容 器 内 の 圧 力 を ４ ０ ０ Ｐ ａ 以 下 ま で 下 げ て 前
記 被 混 練 物 の 脱 泡 を 行 う 第 ２ 工 程 と 、 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 攪 拌 脱 泡 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 ２ 工 程 に お い て 、 前 記 容 器 内 の 圧 力 を ６ ６ Ｐ ａ 以 下 ま で 下 げ て 前 記 被 混 練 物 の 脱
泡 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 攪 拌 脱 泡 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 容 器 内 の 圧 力 が ６ ６ Ｐ ａ 以 下 に 下 が っ た 後 に 前 記 容 器 を 自 転 さ せ る 第 ３ 工 程 を 有 す
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 攪 拌 脱 泡 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 被 混 練 物 は 、 封 止 用 ペ ー ス ト 材 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ３ に
記 載 の 攪 拌 脱 泡 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 ２ 工 程 に お い て 、 前 記 被 混 練 物 に か か る 遠 心 力 は ３ ０ ０ ０ ｍ ／ ｓ 2 以 上 で あ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 攪 拌 脱 泡 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 被 混 練 物 を 収 容 す る 容 器 と 、
　 こ の 容 器 を 回 転 自 在 に 軸 支 す る 公 転 テ ー ブ ル と 、
　 前 記 公 転 テ ー ブ ル を 回 転 自 在 に 支 持 す る 支 持 部 材 と 、
　 前 記 容 器 を 前 記 公 転 テ ー ブ ル 上 で 自 転 さ せ る 自 転 用 回 転 駆 動 機 構 と 、
　 前 記 公 転 テ ー ブ ル を 回 転 さ せ る こ と で 前 記 容 器 を 公 転 さ せ る 公 転 用 回 転 駆 動 機 構 と 、
　 前 記 容 器 内 を 減 圧 す る た め の 真 空 ポ ン プ と 、
　 前 記 容 器 の 公 転 お よ び 自 転 と 前 記 容 器 内 の 圧 力 を 制 御 す る 制 御 部 と
　 を 備 え る 攪 拌 脱 泡 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 容 器 を 公 転 さ せ て 前 記 被 混 練 物 に 遠 心 力 が 作 用 し た 状 態 で 、 前 記 容
器 内 の 圧 力 を ４ ０ ０ Ｐ ａ 以 下 ま で 下 げ る よ う に 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 攪 拌 脱 泡 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 真 空 式 の 攪 拌 脱 泡 方 法 お よ び 攪 拌 脱 泡 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 、 被 混 練 物 を 収 容 し た 容 器 を 容 器 ホ ル ダ に 保 持 し て 公 転 さ せ な が ら 、 そ の 公 転 軌
道 上 で 自 転 さ せ る よ う に 構 成 し た 攪 拌 脱 泡 装 置 が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照
） 。 こ の 種 の 攪 拌 脱 泡 装 置 に お い て は 、 容 器 の 公 転 に よ っ て 働 く 遠 心 力 に よ り 容 器 内 の 内
壁 に 被 混 練 物 を 押 し 付 け て 、 被 混 練 物 に 内 在 す る 気 泡 を 外 部 に 放 出 す る と 共 に 、 容 器 の 自
転 運 動 に よ っ て 容 器 内 の 被 混 練 物 を 攪 拌 す る よ う に な っ て い る 。 具 体 的 に は 、 容 器 の 公 転
速 度 が 大 き い と 被 混 練 物 の 脱 泡 性 能 が 良 く な り 、 自 転 速 度 が 大 き い と 攪 拌 性 能 が 良 く な る
こ と が 明 ら か に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 １ に 記 載 の 攪 拌 脱 泡 装 置 を 常 圧 下 で 用 い る と 、 脱 泡 性 能 は 、 被 混 練 物 の 物 性 、
自 転 の 回 転 速 度 、 公 転 の 回 転 速 度 な ど で 変 化 す る も の の 、 金 、 銀 、 半 田 ペ ー ス ト 、 歯 科 用
印 象 材 （ ア ル ギ ン 酸 ） な ど で は 、 実 用 上 充 分 な 脱 泡 性 能 で あ る こ と が 認 め ら れ る 。 し か し
、 気 泡 に つ い て 詳 細 に 観 察 す る と 、 残 存 す る 気 泡 の 直 径 が 小 さ く な っ て い て 、 そ の 分 布 が
数 百 μ ｍ 以 下 に 偏 っ て い る 。 従 っ て 、 ミ ク ロ ン 、 サ ブ ミ ク ロ ン レ ベ ル の 気 泡 が 問 題 と な る
よ う な ア プ リ ケ ー シ ョ ン に お い て は 不 都 合 が 生 じ て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 、 真 空 下 （ ０ ． ５ ～ ５ ０ Ｔ ｏ ｒ ｒ ） で 容 器 を 自 転 お よ び 公 転 さ せ る こ と で 、 被 混
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練 物 を 攪 拌 脱 泡 す る 方 法 お よ び 装 置 も 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。 被 混
練 物 に 真 空 圧 を か け る と 、 被 混 練 物 に 内 在 す る 微 細 な 気 泡 が 膨 張 、 発 泡 し て 、 被 混 練 物 と
の 分 離 を 促 進 さ せ る こ と が で き る の で 、 短 時 間 か つ 高 精 度 の 脱 泡 が 容 易 に 促 進 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 つ ま り 、 回 転 速 度 等 他 の 条 件 を 同 一 と し た 場 合 に お い て は 、 よ り 高 真 空 に す る ほ ど 、 被
混 練 物 に 内 在 す る 気 体 分 子 の 量 は 減 少 す る と 考 え ら れ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － ４ ３ ５ ６ ８ 号 公 報 （ 段 落 ０ ０ １ ３ ～ ０ ０ ２ ３ 、 図 １ ）
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ １ － １ ０ ４ ４ ０ ４ 号 公 報 （ 請 求 項 １ 、 図 １ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 真 空 度 が 高 す ぎ る と 被 混 練 物 が 沸 騰 し て 、 新 た な 泡 の 発 生 を 招 く と と も
に 物 性 が 変 化 す る た め 、 現 実 的 に は 、 超 高 真 空 化 す る こ と が で き な か っ た 。 例 え ば 、 材 料
メ ー カ 等 に お い て は 、 一 般 的 に 、 ４ ０ ０ Ｐ ａ （ ≒ ３ Ｔ ｏ ｒ ｒ ） 以 下 の 高 真 空 環 境 で 、 材 料
で あ る 被 混 練 物 を 処 理 す る こ と は タ ブ ー と さ れ て い た 。 ま た 、 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ て い
る 通 り 、 従 来 の 攪 拌 脱 泡 処 理 に お い て も 、 ６ ７ Ｐ ａ （ ≒ ０ ． ５ Ｔ ｏ ｒ ｒ ） 以 下 に は 真 空 引
き す る こ と が で き な か っ た 。 従 っ て 、 現 段 階 で は ４ ０ ０ Ｐ ａ を 限 界 と し た 真 空 度 で し か 脱
泡 処 理 を 行 う こ と が で き ず 、 そ れ で 消 滅 し な い 微 細 な 気 泡 の 残 存 は 許 容 せ ざ る を 得 な か っ
た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 一 方 、 沸 騰 は 、 被 混 練 物 の 蒸 気 圧 が 外 圧 よ り 高 く な っ た と き に 起 こ る も の で あ る こ と が
知 ら れ て い る 。 つ ま り 、 外 圧 を 操 作 （ 高 く ） す る こ と で 、 被 混 練 物 の 沸 騰 を 抑 制 す る こ と
が で き る た め 、 一 層 の 高 真 空 化 が 可 能 に な る と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 前 記 し た 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 高 真 空 化 を 実 現 す る こ
と で 、 従 来 よ り も 高 精 度 に 攪 拌 脱 泡 す る こ と が で き る 攪 拌 脱 泡 方 法 お よ び 攪 拌 脱 泡 装 置 を
提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 願 出 願 人 は 、 容 器 の 公 転 に よ り 被 混 練 物 に 働 く 遠 心 力 に 着 目 し 、 被 混 練 物 を 高 精 度 に
攪 拌 脱 泡 す る こ と を 目 的 と し て 鋭 意 検 討 し た 。
　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 の 請 求 項 １ に 係 る 発 明 は 、 攪 拌 脱 泡 方 法 で あ っ て 、 被
混 練 物 を 収 容 し た 容 器 を 公 転 さ せ て 前 記 被 混 練 物 に 遠 心 力 を 作 用 さ せ る 第 １ 工 程 と 、 前 記
被 混 練 物 に 遠 心 力 が 作 用 し た 状 態 で 前 記 容 器 内 の 圧 力 を ４ ０ ０ Ｐ ａ 以 下 ま で 下 げ て 前 記 被
混 練 物 の 脱 泡 を 行 う 第 ２ 工 程 と 、 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 １ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 容 器 に 公 転 の み の 回 転 を 与 え る こ と で 、 被 混 練 物 に 大 き
な 遠 心 力 が 擬 似 的 な 外 圧 と し て 加 わ る た め 、 従 来 の 限 界 を 超 え る ４ ０ ０ Ｐ ａ 以 下 ま で 圧 力
を 下 げ て も （ 真 空 度 を 高 め て も ） 、 被 混 練 物 の 沸 騰 を 招 来 し な い 。 そ し て 、 こ の よ う に 容
器 を 公 転 さ せ る と と も に 高 真 空 化 す る こ と で 、 脱 泡 が 行 わ れ る 。 つ ま り 、 攪 拌 脱 泡 工 程 に
お い て 、 容 器 を （ 自 転 さ せ る こ と な く ） 公 転 の み さ せ る こ と で 、 従 来 不 可 能 で あ っ た 高 真
空 環 境 に 被 混 練 物 を 晒 す こ と が 可 能 に な り 、 こ の 高 真 空 環 境 と 遠 心 力 に よ る 作 用 と が 相 俟
っ て 、 高 精 度 な 脱 泡 が 可 能 と な っ た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 攪 拌 脱 泡 方 法 に お い て 、 前 記 第 ２ 工 程 で 前 記
容 器 内 の 圧 力 を ６ ６ Ｐ ａ 以 下 ま で 下 げ て 前 記 被 混 練 物 の 脱 泡 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 ６ ６ Ｐ ａ 以 下 ま で 容 器 内 の 圧 力 を 下 げ て 真 空 度 を 高 め る
た め 、 よ り 高 精 度 な 脱 泡 作 用 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
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　 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 攪 拌 脱 泡 方 法 に お い て 、 前 記 容 器 内 の 圧 力 が
６ ６ Ｐ ａ 以 下 に 下 が っ た 後 に 前 記 容 器 を 自 転 さ せ る 第 ３ 工 程 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 １ に 係 る 発 明 に よ る 作 用 に 加 え 、 容 器 に 自 転 を 加
え る こ と で 、 被 混 練 物 の 攪 拌 脱 泡 が 促 進 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ４ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ３ に 記 載 の 攪 拌 脱 泡 方 法 に お い て 、 前 記
被 混 練 物 は 、 封 止 用 ペ ー ス ト 材 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ４ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ３ に 記 載 の 攪 拌 脱 泡 方 法 に お い て 、 そ の
被 混 練 物 の 対 象 を 具 体 的 に 特 定 し た も の で あ る 。 封 止 用 ペ ー ス ト 材 は 、 そ の 用 途 の た め 、
微 細 な 気 泡 の 残 存 が 問 題 に な る 。 請 求 項 ４ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 こ の よ う な 封 止 用 ペ ー ス
ト 材 の 攪 拌 脱 泡 が 高 精 度 に 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ５ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 攪 拌 脱 泡 方 法 に
お い て 、 前 記 第 ２ 工 程 で 前 記 混 練 物 に か か る 遠 心 力 は 、 ３ ０ ０ ０ ｍ ／ ｓ 2 以 上 で あ る こ と
を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 ５ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 攪 拌 脱 泡 方 法 に
お い て 、 そ の 容 器 に か か る 遠 心 力 を 具 体 的 に 特 定 し た も の で あ る 。 遠 心 力 が 無 い 状 態 ま た
は 低 い 状 態 で 真 空 度 を 高 め る と 被 混 練 物 の 沸 騰 を 招 く お そ れ が あ る 。 請 求 項 ５ に 係 る 発 明
に よ れ ば 、 被 混 練 物 に 充 分 な 遠 心 力 が 作 用 す る た め 、 高 真 空 化 に 起 因 す る 沸 騰 が 抑 え ら れ
て 、 被 混 練 物 の 変 性 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 請 求 項 ６ に 係 る 発 明 は 、 被 混 練 物 を 収 容 す る 容 器 と 、 こ の 容 器 を 回 転 自 在 に 軸 支 す る 公
転 テ ー ブ ル と 、 前 記 公 転 テ ー ブ ル を 回 転 自 在 に 支 持 す る 支 持 部 材 と 、 前 記 容 器 を 前 記 公 転
テ ー ブ ル 上 で 自 転 さ せ る 自 転 用 回 転 駆 動 機 構 と 、 前 記 公 転 テ ー ブ ル を 回 転 さ せ る こ と で 前
記 容 器 を 公 転 さ せ る 公 転 用 回 転 駆 動 機 構 と 、 前 記 容 器 内 を 減 圧 す る た め の 真 空 ポ ン プ と 、
前 記 容 器 の 公 転 お よ び 自 転 と 前 記 容 器 内 の 圧 力 を 制 御 す る 制 御 部 と を 備 え る 攪 拌 脱 泡 装 置
で あ っ て 、 前 記 制 御 部 は 、 前 記 容 器 を 公 転 さ せ て 前 記 被 混 練 物 に 遠 心 力 が 作 用 し た 状 態 で
、 前 記 容 器 内 の 圧 力 を ４ ０ ０ Ｐ ａ 以 下 ま で 下 げ る よ う に 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 請 求 項 ６ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 攪 拌 脱 泡 方 法 を
実 現 す る 装 置 で あ る 。 請 求 項 ６ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 公 転 テ ー ブ ル を 公 転 用 回 転 駆 動 機 構
で 回 転 さ せ る こ と で 、 容 器 を 公 転 さ せ 、 容 器 内 の 被 混 練 物 に 遠 心 力 を 働 か せ る 。 そ し て 、
こ の 状 態 で 、 容 器 内 の 圧 力 を ４ ０ ０ Ｐ ａ 以 下 ま で 下 げ る 。 こ れ に よ り 、 被 混 練 物 に は 、 遠
心 力 と 高 真 空 環 境 に よ る 作 用 が 相 俟 っ て 高 精 度 な 脱 泡 が 行 わ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 攪 拌 脱 泡 方 法 に よ れ ば 、 従 来 不 可 能 で あ っ た 高 真 空 環 境 に 被 混 練 物 を 晒 す と と
も に 、 遠 心 力 に よ る 作 用 が 相 俟 っ て 、 被 混 練 物 の 脱 泡 を 高 精 度 に 行 う こ と が で き る 。 ま た
、 こ の よ う に 高 精 度 な 脱 泡 を 行 っ た 後 、 容 器 を 自 転 さ せ る こ と で 、 従 来 ど お り 、 充 分 な 攪
拌 も 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 本 発 明 の 攪 拌 脱 泡 装 置 に よ れ ば 、 前 記 攪 拌 脱 泡 方 法 を 実 現
す る こ と が で き 、 被 混 練 物 を 高 精 度 に 攪 拌 脱 泡 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 、 適 宜 図 面 を 参 照 し な が ら 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ は 、
本 発 明 の 攪 拌 脱 泡 方 法 を 行 う 攪 拌 脱 泡 装 置 の 縦 断 面 図 で あ る 。
　 本 実 施 形 態 で は 、 被 混 練 物 と し て 、 例 え ば 、 封 止 用 ペ ー ス ト 材 を 想 定 し て 説 明 す る が 、
こ の 被 混 練 物 は 特 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 あ ら ゆ る 材 料 を 対 象 と す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま ず 、 本 発 明 に 係 る 攪 拌 脱 泡 方 法 を 行 う 攪 拌 脱 泡 装 置 に つ い て 説 明 す る 。
　 図 １ に 示 す よ う に 、 攪 拌 脱 泡 装 置 １ は 、 筺 体 １ １ 、 支 持 部 材 １ ２ 、 モ ー タ １ ３ 、 公 転 テ
ー ブ ル １ ４ 、 容 器 １ ５ 、 吸 引 管 １ ６ 、 減 圧 手 段 １ ７ 、 自 転 力 付 与 軸 １ ８ 、 自 転 力 伝 達 軸 １
９ 、 支 軸 ２ ０ 、 電 磁 ブ レ ー キ ２ １ （ 制 動 手 段 ） 、 制 御 部 （ 図 示 せ ず ） と 、 を 主 に 有 し 、 そ
の 他 、 ば ね ２ ２ 、 バ ラ ン ス 錘 取 付 部 ２ ３ 等 を 有 し て い る 。 攪 拌 脱 泡 装 置 １ は 、 容 器 １ ５ を
所 定 軌 道 上 で 公 転 運 動 さ せ つ つ 自 転 運 動 さ せ 、 容 器 １ ５ に 収 容 さ れ た 被 混 練 物 Ｋ を 攪 拌 脱
泡 す る も の で あ る 。 図 １ に お い て は 、 容 器 １ ５ を 公 転 運 動 さ せ る と き の 公 転 軸 を 符 号 Ｙ １
で 表 し 、 自 転 運 動 さ せ る と き の 自 転 軸 を 符 号 Ｙ ２ で 表 す 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 支 持 部 材 １ ２ は 、 複 数 の バ ネ ２ ２ を 介 し て 筺 体 １ １ 内 に 水 平 に 保 持 さ れ て い る 。 支 持 部
材 １ ２ に は 、 紙 面 右 側 に モ ー タ １ ３ の 回 転 軸 １ ３ ｂ を 挿 通 す る た め の モ ー タ 貫 通 孔 １ ２ ａ
と 、 紙 面 中 央 に 円 筒 状 の 公 転 テ ー ブ ル 固 定 部 １ ２ ｂ と が 形 成 さ れ て お り 、 モ ー タ 貫 通 孔 １
２ ａ 近 傍 に モ ー タ １ ３ 、 公 転 テ ー ブ ル 固 定 部 １ ２ ｂ に 公 転 テ ー ブ ル １ ４ が 取 り 付 け ら れ て
い る 。 複 数 の バ ネ ２ ２ に よ り 、 モ ー タ １ ３ お よ び 公 転 テ ー ブ ル １ ４ 等 の 回 転 に 伴 う 励 起 振
動 が 吸 収 さ れ 、 筺 体 １ １ に は 伝 達 さ れ な い よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 モ ー タ １ ３ は 、 支 持 部 材 １ ２ の 上 面 側 に 固 定 さ れ る モ ー タ 本 体 １ ３ ａ と 、 こ の モ ー タ 本
体 １ ３ ａ か ら 支 持 部 材 １ ２ の モ ー タ 貫 通 孔 １ ２ ａ を 貫 通 し て 下 面 側 に 突 出 す る 回 転 軸 １ ３
ｂ と か ら な る 。 回 転 軸 １ ３ ｂ の 先 端 に は 回 転 軸 １ ３ ｂ と 同 期 し て 回 転 す る プ ー リ Ｐ １ が 固
定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 公 転 テ ー ブ ル １ ４ は 、 公 転 テ ー ブ ル 固 定 部 １ ２ ｂ を 貫 通 し た 状 態 で 、 公 転 テ ー ブ ル 固 定
部 １ ２ ｂ に ベ ア リ ン グ ｂ １ を 介 し て 回 転 自 在 に 軸 支 さ れ て い る 。 公 転 テ ー ブ ル １ ４ の 下 部
に は 、 プ ー リ Ｐ ２ が 固 定 さ れ て い る 。 こ の プ ー リ Ｐ ２ と 前 記 プ ー リ Ｐ １ の 間 に は 、 ベ ル ト
Ｖ １ が 掛 け 渡 さ れ て お り 、 モ ー タ １ ３ の 回 転 が 、 プ ー リ Ｐ １ お よ び ベ ル ト Ｖ １ を 介 し て プ
ー リ Ｐ ２ に 伝 達 さ れ る こ と で 、 公 転 テ ー ブ ル １ ４ を 回 転 さ せ る 。 こ れ ら の プ ー リ Ｐ １ 、 ベ
ル ト Ｖ １ 、 プ ー リ Ｐ ２ 等 が ［ 特 許 請 求 の 範 囲 ］ の 「 公 転 用 回 転 駆 動 機 構 」 に 相 当 す る 。 ま
た 、 公 転 テ ー ブ ル １ ４ に は 、 公 転 中 心 を 貫 通 す る 貫 通 孔 １ ４ ａ と 、 こ の 貫 通 孔 １ ４ ａ に 傾
斜 す る よ う に 設 け ら れ る 貫 通 孔 １ ４ ｂ と 、 こ の 貫 通 孔 １ ４ ｂ よ り 外 周 側 、 か つ 、 貫 通 孔 １
４ ｂ と 平 行 な 貫 通 孔 １ ４ ｃ と が 形 成 さ れ る と と も に 、 そ の 上 面 側 に は 、 容 器 １ ５ 、 バ ラ ン
ス 錘 取 付 部 ２ ３ 等 が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 容 器 １ ５ は 、 容 器 本 体 １ ５ ａ 、 こ の 容 器 本 体 １ ５ ａ の 開 口 を 閉 蓋 す る 上 蓋 １ ５ ｂ 、 容 器
本 体 １ ５ ａ と 上 蓋 １ ５ ｂ を 密 閉 す る Ｏ リ ン グ １ ５ ｃ 、 容 器 本 体 １ ５ ａ 内 に 収 容 さ れ る 試 料
ホ ル ダ １ ５ ｄ と か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 容 器 本 体 １ ５ ａ は 、 上 部 が 開 口 し た 有 底 円 筒 形 状 に 形 成 さ れ 、 そ の 開 口 部 の 縁 に 形 成 さ
れ た 溝 に 前 記 Ｏ リ ン グ １ ５ ｃ が 配 設 さ れ る 。 上 蓋 １ ５ ｂ の 下 面 周 縁 部 と 容 器 本 体 １ ５ ａ の
開 口 側 端 面 と は 、 Ｏ リ ン グ １ ５ ｃ を 介 し て 圧 接 さ れ る こ と で 、 両 者 間 が シ ー ル さ れ る 。 こ
れ に よ り 、 容 器 １ ５ 内 に お け る 内 部 の 密 閉 状 態 が 保 た れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 試 料 ホ ル ダ １ ５ ｄ は 、 内 部 に 被 混 練 物 Ｋ を 収 容 し 、 容 器 本 体 １ ５ ａ に 対 し て 自 転 軸 Ｙ ２
周 り に 相 対 回 転 し な い よ う に 、 か つ 、 嵌 脱 自 在 に 容 器 本 体 １ ５ ａ 内 に 収 容 さ れ る 。 容 器 本
体 １ ５ ａ に 嵌 脱 自 在 と す る こ と で 、 被 混 練 物 Ｋ の 混 練 脱 泡 作 業 の 終 了 後 、 試 料 ホ ル ダ １ ５
ｄ ご と 次 の 工 程 に 移 す こ と が で き る 。 そ し て 、 一 回 使 用 し た 試 料 ホ ル ダ １ ５ ｄ は 、 洗 浄 し
て 繰 り 返 し 使 用 す る こ と も で き る し 、 使 い 捨 て る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 吸 引 管 １ ６ は 、 容 器 １ ５ 内 を 真 空 引 き す る た め に 設 け ら れ る も の で 、 容 器 １ ５ の 上 蓋 １
５ ｂ に お け る 自 転 軸 Ｙ ２ 上 に 一 端 １ ６ ａ が 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 他 端 １ ６ ｂ は 、 筺 体 １
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１ に お け る 公 転 軸 Ｙ １ 上 に 形 成 さ れ た ホ ー ス 引 出 孔 １ １ ａ に 、 磁 性 流 体 シ ー ル ２ ４ を 介 し
て 固 定 さ れ て い る 。 磁 性 流 体 シ ー ル ２ ４ を 介 す る こ と で 、 超 高 圧 真 空 に お い て の 真 空 度 （
例 え ば １ ． ３ × １ ０ - 6 Ｐ ａ （ ＝ １ ０ - 8 Ｔ ｏ ｒ ｒ ） ） も 保 持 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 減 圧 手 段 １ ７ は 、 筺 体 １ １ 外 に 設 け ら れ る も の で 、 接 続 管 １ ７ ａ 、 真 空 ポ ン プ １ ７ ｂ 、
真 空 度 を 測 定 す る 真 空 計 １ ７ ｃ 、 接 続 管 １ ７ ａ に 設 け ら れ る 遮 断 弁 １ ７ ｄ お よ び リ ー ク 弁
１ ７ ｅ と か ら 構 成 さ れ て い る 。 接 続 管 １ ７ ａ は 、 真 空 ポ ン プ １ ７ ｂ と 吸 引 管 １ ６ を 接 続 し
て お り 、 こ れ に よ り 、 容 器 １ ５ 内 を 真 空 ポ ン プ １ ７ ｂ で 真 空 引 き す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 自 転 力 付 与 軸 １ ８ 、 自 転 力 伝 達 軸 １ ９ 、 支 軸 ２ ０ 、 お よ び 、 電 磁 ブ レ ー キ ２ １ は 、 容 器
１ ５ を 自 転 軸 Ｙ ２ 周 り に 回 転 さ せ る た め の 自 転 用 回 転 駆 動 機 構 で あ る 。
　 自 転 力 付 与 軸 １ ８ は 、 公 転 テ ー ブ ル １ ４ の 回 転 中 心 に 形 成 さ れ た 貫 通 孔 １ ４ ａ に ベ ア リ
ン グ ｂ ２ を 介 し て 回 転 自 在 に 軸 支 さ れ て い る 。 自 転 力 付 与 軸 １ ８ の 下 端 部 に は 後 記 す る 電
磁 ブ レ ー キ ２ １ が 設 け ら れ 、 上 端 部 に 傘 歯 車 で あ る 自 転 用 ギ ア Ｇ １ が 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 自 転 力 伝 達 軸 １ ９ は 、 公 転 テ ー ブ ル １ ４ の 貫 通 孔 １ ４ ｂ に ベ ア リ ン グ ｂ ３ を 介 し て 回 転
自 在 に 軸 支 さ れ て い る 。 自 転 力 伝 達 軸 １ ９ の 上 端 部 に は 、 前 記 自 転 用 ギ ア Ｇ １ と 噛 合 す る
傘 歯 車 で あ る 自 転 用 ギ ア Ｇ ２ が 固 定 さ れ 、 下 端 部 に は 自 転 用 ギ ア Ｇ ３ が 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 支 軸 ２ ０ は 、 公 転 テ ー ブ ル １ ４ の 貫 通 孔 １ ４ ｃ に ベ ア リ ン グ ｂ ４ を 介 し て 回 転 自 在 に 軸
支 さ れ て い る 。 支 軸 ２ ０ の 下 端 部 に は 、 前 記 自 転 用 ギ ア Ｇ ３ と 噛 合 す る 自 転 用 ギ ア Ｇ ４ が
固 定 さ れ 、 そ の 上 端 部 に は 、 前 記 容 器 １ ５ が 固 定 さ れ て い る 。 支 軸 ２ ０ の 上 端 側 は 内 傾 し
て お り 、 こ れ に よ り 、 容 器 １ ５ の 自 転 軸 Ｙ ２ は 、 公 転 軸 Ｙ １ に 対 し て 一 定 角 度 で 内 傾 す る
。 自 転 軸 Ｙ ２ が 内 傾 し て い る こ と で 、 容 器 １ ５ の 公 転 に よ り 、 図 １ に 示 す よ う に 被 混 練 物
Ｋ の 液 面 が せ り 上 が っ て も 、 試 料 ホ ル ダ １ ５ ｄ か ら は み 出 し 、 容 器 本 体 １ ５ ａ 内 に 溢 れ る
こ と が な い 。
　 な お 、 自 転 用 ギ ア Ｇ １ と 自 転 用 ギ ア Ｇ ２ 、 自 転 用 ギ ア Ｇ ３ と 自 転 用 ギ ア Ｇ ４ の 歯 数 は 適
宜 設 定 す る こ と が で き る も の と す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 電 磁 ブ レ ー キ ２ １ は 、 自 転 力 付 与 軸 １ ８ を 制 動 す る た め の も の で 、 支 持 部 材 １ ２ に 取 り
付 け ら れ た 取 付 部 材 ２ １ ａ に 固 定 さ れ て い る 。 電 磁 ブ レ ー キ ２ １ は 、 電 磁 石 、 リ ン ク 機 構
、 自 転 力 付 与 軸 １ ８ を 付 勢 す る バ ネ 等 で 構 成 さ れ た 励 磁 作 動 形 の ブ レ ー キ で あ る 。 電 磁 石
は 通 電 す る と （ Ｏ Ｎ 状 態 ） 、 自 転 力 付 与 軸 １ ８ は バ ネ の 力 で 制 動 さ れ 、 支 持 部 材 １ ２ と 相
対 回 転 不 能 に な る 。 電 磁 石 へ の 通 電 を 止 め る と （ Ｏ Ｆ Ｆ 状 態 ） 、 自 転 力 付 与 軸 １ ８ は 制 動
が 解 放 さ れ 、 回 転 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 自 転 用 回 転 駆 動 機 構 に お い て 、 電 磁 ブ レ ー キ ２ １ が Ｏ Ｎ 状 態 で あ
る と き は 、 自 転 力 付 与 軸 １ ８ は 回 転 不 能 に な っ て い る 。 こ の と き 、 公 転 テ ー ブ ル １ ４ が 、
例 え ば 回 転 速 度 ｘ で 回 転 す る と 、 自 転 力 付 与 軸 １ ８ が 公 転 テ ー ブ ル １ ４ に 対 し て 回 転 速 度
ｘ で 相 対 的 に 回 転 す る こ と に な る 。 ま た 、 自 転 力 付 与 軸 １ ８ の 回 転 は 、 自 転 力 伝 達 軸 １ ９
、 支 軸 ２ ０ を 介 し て 容 器 １ ５ に 対 し 伝 達 さ れ る 。 即 ち 、 容 器 １ ５ は 、 前 記 公 転 テ ー ブ ル の
回 転 と 同 一 の 回 転 速 度 ｘ で 、 か つ 、 回 転 方 向 が 逆 と な る よ う に 、 公 転 テ ー ブ ル １ ４ に 対 し
て 回 転 （ 自 転 ） す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 一 方 、 電 磁 ブ レ ー キ ２ １ が Ｏ Ｆ Ｆ 状 態 で あ る と き は 、 自 転 力 付 与 軸 １ ８ は 回 転 可 能 に な
っ て い る 。 こ の と き 、 公 転 テ ー ブ ル １ ４ が 回 転 す る と 、 そ の 回 転 に 合 わ せ て 、 支 軸 ２ ０ 、
自 転 力 伝 達 軸 １ ９ 、 自 転 力 付 与 軸 １ ８ が 従 動 回 転 す る た め 、 容 器 １ ５ は 、 公 転 テ ー ブ ル １
４ に 対 し て 回 転 （ 自 転 ） し な い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 制 御 部 （ 図 示 せ ず ） は 、 モ ー タ １ ３ お よ び 電 磁 ブ レ ー キ ２ １ を 駆 動 さ せ 、 容 器 １ ５ の 自
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転 ・ 公 転 を 制 御 す る と と も に 、 減 圧 手 段 １ ７ を 制 御 し 、 容 器 １ ５ 内 の 真 空 圧 を 制 御 す る も
の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 バ ラ ン ス 錘 取 付 部 ２ ３ は 、 公 転 軸 Ｙ １ を 中 心 と し て 、 公 転 テ ー ブ ル １ ４ に お け る 容 器 １
５ の 対 称 位 置 に 設 け ら れ て い る 。 バ ラ ン ス 錘 取 付 部 ２ ３ は 、 公 転 テ ー ブ ル １ ４ の 径 方 向 に
沿 っ て 設 け ら れ た ネ ジ 部 材 ２ ３ ａ と 、 こ の ネ ジ 部 材 ２ ３ ａ に 螺 合 し た バ ラ ン ス 錘 ２ ３ ｂ と
か ら 構 成 さ れ 、 バ ラ ン ス 錘 ２ ３ ｂ を 径 方 向 に 移 動 さ せ る こ と で 、 公 転 テ ー ブ ル １ ４ 上 で の
重 量 バ ラ ン ス を と っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 次 に 、 図 １ お よ び 図 ２ を 適 宜 参 照 し な が ら 、 攪 拌 脱 泡 装 置 １ の 動 作 を 説 明 し つ つ 、 こ の
攪 拌 脱 泡 装 置 １ を 用 い て 行 う 攪 拌 脱 泡 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 図 ２ は 、 攪 拌 脱 泡 工 程 を 説
明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま ず 、 被 混 練 物 Ｋ を 収 容 し た 試 料 ホ ル ダ １ ５ ｄ を 容 器 本 体 １ ５ ａ に 設 置 す る と と も に 、
電 磁 ブ レ ー キ ２ １ を Ｏ Ｆ Ｆ 状 態 に し て お く （ 図 ２ の ス テ ッ プ Ｓ １ ） 。 そ し て 、 制 御 部 で 、
モ ー タ １ ３ を 駆 動 し 、 そ の 回 転 を 、 プ ー リ Ｐ １ 、 ベ ル ト Ｖ １ 、 プ ー リ Ｐ ２ を 介 し て 公 転 テ
ー ブ ル １ ４ に 伝 達 す る こ と で 、 公 転 テ ー ブ ル １ ４ を 回 転 さ せ る （ 図 ２ の ス テ ッ プ Ｓ ２ ） 。
こ れ に よ り 、 容 器 １ ５ を 公 転 軸 Ｙ １ 周 り に 公 転 さ せ る 。 こ の と き 、 容 器 １ ５ の 公 転 速 度 を
例 え ば 、 １ ０ ０ ０ ｒ ｐ ｍ 以 上 と す る 。 こ れ に よ り 、 被 混 練 物 Ｋ に は 、 ３ ０ ０ ０ ｍ ／ ｓ 2 以
上 の 遠 心 力 が 加 わ る 。 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 公 転 速 度 を １ ０ ０ ０ ｒ ｐ ｍ 以 上 と し た が 、
こ の 公 転 速 度 は 限 定 さ れ る も の で は な く 、 容 器 １ ５ 内 の 被 混 練 物 Ｋ に 充 分 な 遠 心 力 を 作 用
さ せ る 速 度 で あ れ ば 適 宜 設 定 変 更 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 そ し て 、 回 転 速 度 が 所 定 値 以 上 に な っ た か 否 か を 判 定 し （ 図 ２ の ス テ ッ プ Ｓ ３ ） 、 所 定
値 に 達 し て い な い 場 合 は （ 図 ２ の ス テ ッ プ Ｓ ３ で Ｎ ｏ ） 、 再 度 判 定 を 繰 り 返 す 。 一 方 、 回
転 速 度 が 所 定 値 以 上 に な っ た 場 合 は （ 図 ２ の ス テ ッ プ Ｓ ３ で Ｙ ｅ ｓ ） 、 制 御 部 は 容 器 １ ５
を 公 転 さ せ た 状 態 で 、 容 器 １ ５ 内 を 真 空 ポ ン プ １ ７ ｂ で 減 圧 す る （ 図 ２ の ス テ ッ プ Ｓ ４ ）
。 容 器 １ ５ 内 の 真 空 度 は 一 定 タ イ ミ ン グ ご と に 真 空 計 １ ７ ｃ で 検 出 さ れ （ 図 ２ の ス テ ッ プ
Ｓ ５ ） 、 制 御 部 は 、 検 出 値 が 所 定 値 以 下 、 例 え ば 、 ４ ０ ０ Ｐ ａ 以 下 に な っ た か 否 か を 判 定
す る （ 図 ２ の ス テ ッ プ Ｓ ６ ） 。 な お 、 所 定 値 は 特 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 ４ ０ ０ Ｐ ａ
以 下 の 値 に 設 定 さ れ る も の で あ れ ば ど の よ う な 値 で あ っ て も よ い 。 好 ま し く は 、 ６ ６ Ｐ ａ
、 さ ら に は 、 ５ ０ Ｐ ａ で 、 こ れ に よ り 、 一 層 好 適 な 脱 泡 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 そ し て 、 検 出 値 が 所 定 値 よ り 高 い 場 合 （ 図 ２ の ス テ ッ プ Ｓ ６ で Ｎ ｏ ） は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３
に 戻 り 、 容 器 １ ５ の 減 圧 を 続 け る 。 検 出 値 が 所 定 値 以 下 に な っ た ら （ 図 ２ の ス テ ッ プ Ｓ ６
で Ｙ ｅ ｓ ） 、 容 器 １ ５ の 自 転 を 開 始 す る （ 図 ２ の ス テ ッ プ Ｓ ７ ） 。 具 体 的 に は 、 電 磁 ブ レ
ー キ ２ １ を Ｏ Ｎ 状 態 に す る こ と で 、 容 器 １ ５ が 公 転 テ ー ブ ル １ ４ に 対 し て 自 転 す る 。 こ の
と き の 自 転 速 度 は 、 例 え ば 、 ６ ０ ０ ｒ ｐ ｍ と す る 。 な お 、 こ の 自 転 速 度 も 適 宜 設 定 変 更 可
能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 そ し て 、 所 定 時 間 （ 例 え ば ５ 分 間 ） が 経 過 す る ま で 容 器 １ ５ を 公 転 さ せ つ つ 自 転 さ せ （
図 ２ の ス テ ッ プ Ｓ ８ ） 、 所 定 時 間 が 経 過 し た ら （ ス テ ッ プ Ｓ ８ で Ｙ ｅ ｓ ） 、 モ ー タ １ ３ を
停 止 さ せ る 。 そ し て 、 攪 拌 脱 泡 作 業 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ れ に よ り 、 容 器 １ ５ の 公 転 に よ っ て 働 く 遠 心 力 で 、 被 混 練 物 Ｋ が 試 料 ホ ル ダ １ ５ ｄ の
内 壁 に 押 し 付 け ら れ 、 被 混 練 物 に 内 在 す る 気 泡 が 外 部 に 放 出 （ 脱 泡 ） さ れ る 。 ま た 、 容 器
１ ５ を ４ ０ ０ Ｐ ａ （ 好 ま し く は ６ ６ Ｐ ａ ） 以 下 ま で 減 圧 す る と 、 被 混 練 物 Ｋ に 内 在 す る 微
細 な 気 泡 が 膨 張 、 発 泡 し て 、 被 混 練 物 Ｋ と の 分 離 が 促 進 さ れ る 。 つ ま り 、 容 器 １ ５ を 公 転
さ せ な が ら ４ ０ ０ Ｐ ａ （ 好 ま し く は ６ ６ Ｐ ａ ） 以 下 ま で 真 空 引 き す る こ と で 、 高 精 度 な 脱
泡 が 行 わ れ る 。 さ ら に 、 容 器 １ ５ の 自 転 に よ っ て 被 混 練 物 Ｋ が 攪 拌 （ 混 練 ） さ れ る 。
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【 ０ ０ ４ ６ 】
　 本 実 施 形 態 に 係 る 攪 拌 脱 泡 方 法 に よ れ ば 、 以 下 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
　 本 実 施 形 態 で は 、 容 器 １ ５ に 公 転 の み の 回 転 を 与 え る こ と で 、 被 混 練 物 Ｋ に 大 き な 遠 心
力 が 加 わ る た め 、 従 来 の 限 界 を 超 え る ４ ０ ０ Ｐ ａ （ 好 ま し く は ６ ６ Ｐ ａ ） 以 下 ま で 圧 力 を
下 げ て も （ 真 空 度 を 高 め て も ） 、 被 混 練 物 の 沸 騰 を 招 来 し な い 。 そ し て 、 こ の よ う に 容 器
１ ５ を 公 転 さ せ る と と も に 高 真 空 化 す る こ と で 、 脱 泡 が 行 わ れ る 。 つ ま り 、 攪 拌 脱 泡 工 程
に お い て 、 容 器 １ ５ を 公 転 さ せ る こ と で 、 従 来 不 可 能 で あ っ た 高 真 空 環 境 に 被 混 練 物 を 晒
す こ と が 可 能 に な り 、 こ の 高 真 空 環 境 と 遠 心 力 に よ る 作 用 と が 相 俟 っ て 、 高 精 度 に 脱 泡 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 容 器 １ ５ を 自 転 さ せ る こ と で 、 被 混 練 物 Ｋ を 従 来 ど お り 攪 拌 す る こ と も で き る 。
こ れ に よ り 、 高 精 度 な 攪 拌 脱 泡 が 促 進 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 以 上 、 本 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 前 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る こ と な く 、
様 々 な 形 態 で 実 施 す る こ と が で き る 。
　 本 発 明 に 係 る 攪 拌 脱 泡 方 法 を 実 施 す る 装 置 は 、 前 記 攪 拌 脱 泡 装 置 １ に 限 定 さ れ な い 。
　 前 記 実 施 形 態 に お い て は 、 容 器 １ ５ に 回 転 を 伝 達 す る 回 転 伝 達 機 構 と し て 、 ギ ア を 用 い
た 攪 拌 脱 泡 装 置 １ を 用 い た が 、 例 え ば 、 ギ ア の 代 わ り に プ ー リ 等 を 用 い た 攪 拌 脱 泡 装 置 を
使 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 前 記 実 施 形 態 に お い て は 、 １ つ の モ ー タ １ ３ で 、 容 器 １ ５ の 自 転 運 動 ・ 公 転 運 動 を 実 現
し た が 、 自 転 用 と 公 転 用 の モ ー タ を そ れ ぞ れ 別 個 に 設 け た 攪 拌 脱 泡 装 置 を 用 い る こ と も で
き る 。 こ れ に よ れ ば 、 自 転 ま た は 公 転 速 度 を 任 意 に 変 更 す る こ と が で き る 。 つ ま り 、 公 転
テ ー ブ ル １ ４ と 容 器 １ ５ の 回 転 比 は 、 適 宜 変 更 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 攪 拌 脱 泡 方 法 を 行 う 攪 拌 脱 泡 装 置 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 攪 拌 脱 泡 工 程 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ １ 】
　 １ 　 　 　 攪 拌 脱 泡 装 置
　 Ｙ １ 　 　 公 転 軸
　 Ｙ ２ 　 　 自 転 軸
　 １ １ 　 　 筺 体
　 １ ２ 　 　 支 持 部 材
　 １ ３ 　 　 モ ー タ
　 １ ４ 　 　 公 転 テ ー ブ ル
　 １ ５ 　 　 容 器
　 １ ６ 　 　 吸 引 管
　 １ ７ 　 　 減 圧 手 段
　 １ ８ 　 　 自 転 力 付 与 軸
　 １ ９ 　 　 自 転 力 伝 達 軸
　 ２ ０ 　 　 支 軸
　 ２ １ 　 　 電 磁 ブ レ ー キ
　 ２ ４ 　 　 磁 性 流 体 シ ー ル
　 Ｋ 　 　 　 被 混 練 物
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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